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日 本 の 白 鳥NihonnoHakucho（SwansinJapan） （33） ：59－64，2009

繁殖地 にお けるコハ クチ ョウの食性

LF．Kondrat’ev（ 訳 ：藤 巻 裕 蔵 ）

コハ クチ ョウ （Cygnushe〃ickii） は ソ連 の レ ッ ドデ ー タブ ック に挙 げ られ てい る亜

極 地 の美 しい鳥 類 の一種 で あ る．わが国 にお け るその全数 は20，000羽 と推 定 され てい

るが （Schadilov1982） ，分 布域 が コラ半 島 のペ チ ャ ンガ地 域 か らチ ュコ トの チ ャ ウン

低 地 ま で のユ ー ラシ アの ツ ン ドラに広 が って い る ので （lsakov＆Ptushenko1952，

Levedev＆Filin1959，Kondrat’ev1979） ， 生息密 度 は全体 に低 い．わ が国 で コハ ク

チ ョウの生 息数 が 回復 してい る とお もわれ る比較 的密度 の高 い所 が少数 あ るが，そ の

多 くは産 業的 に利 用 され てい る （ソ連 レ ッ ドデ ー タブ ック1984） ． コハ クチ ョウの制

限要 因 とな ってい るの は，撹 乱 だけで はな く，非 常 に脆 弱で長 時間 かけて 回復す る ツ

ン ドラの生 物群 集 の地域 の産 業 開発 に よる破壊 であ る．

この論 文 の研 究 対象 で ある コハ クチ ョウ（Cygnushθmickゴ ゴノら品o既磁 ノゴ）は レナ川 デ

ル タか らチ ャ ウン低 地 にか けて の沿岸部 ツ ン ドラで繁殖 し， この地域 で は コ リマ川 ・

チ ュ コチ ヤ川 間 とチ ャ ウン低 地 の2か 所 で普 通 の種 で あ る．そ の他 の地域 では夏 の生

息数 は少 な い （Kondrat’ev1984） ．

コハ クチ ョウは鳥類研 究者 の注 目を引 き，ユー ラシアの ツ ン ドラの鳥類相 に関す る

全 ての報 告 に述べ られ てい るが ，主要 な研 究 に ある報 告 （Birulya1907，Vorob’ev1963，

Portenko1972） はお もに生 息状 況 に関す る もの であ る． コハ クチ ョウの夏 の生態 は最

近 ま であ ま り研究 され てお らず ，この種 に関す る報告 はお もに動物 園で飼 育 され て い

る個体 につ いて研 究 され た もので あ る．

最近 ，多分 コハ クチ ョウが レッ ドデ ー タブ ック に掲 載 された の に伴 い，この種 に対

す る鳥類 研 究者 の関心 が 高 ま り，生息数 ，生態 ，渡 りに関す る研 究が現 われ るよ うに

な った （Schadiユov1982，Kondrat’ev19841，985） ． この こ とは 明 らか に問題 の科学 的

な意義 だ けで はな く， コハ クチ ョウの保護 を適 切 に行 う必 要性 も示 す ことにな っ た．

しか し，コハ クチ ョウの 夏の生 態 につい て はまだ不 明 の点が多 い．重要 な生態 的特徴

の一つ に，繁殖 地 にお け る食性 とその特徴 があ るが ，この問題 は今 日まで ほ とん ど研

究 され て いな い ままで あ る．

鳥類 学 の文献 には コハ クチ ョウの食性 に関す る報 告 は非常 に少 な く，お もに植 物 質

の食物 を挙 げ てい るだ けで あ る．例 えば， 「ソ連 の鳥類 」第4巻 で，私 は コハ クチ ョウ

KoNDRAT’EvL．F． ，1987．NutritionfoBewick’sswan（6アgnus∠5θurieノ ヒ．ii）onnesting

territoriesZoo1．Zhur．66（8） ：1124－1229．
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が「水生 ・陸生植物のいろいろの部分 を食べるだけではなく，草本類 も食べ，巣周辺

の草本類は完全 に食べっ くされ， … 他種のハクチ ョウより小魚 をよく利用す る」

（lsakov＆Ptushenko1952） とあるのを目に した．

その後の研究では植物質の食物について詳 しく調べてい るが，動物質の食物 につい

てはあま り述べていない．例えば，Hilprecht（1970） はコハ クチ ョウの主要な食物 と

なってい る植物 を列挙 したが，「コハ クチ ョウは腹足類や水生昆虫を食べない」と書い

てい る．Scott（1972）は越冬地におけるハ クチ ョウの食性について，「一部の昔の研究

者 は魚類，ミミズ，昆虫 とその幼 虫を利用す ると述べているが，食物は完全に植物質

であ り … ．糞中の動物質の残津はユス リカ科2種 の幼虫だけで，非常に多 く見 ら

れたが偶然 に飲み込まれたものである」と述べている．

私は繁殖地でコハ クチ ョウの食性の研究を始 めるにあた り，食物 の質 ・量的な組成

を明 らかにす ることを課題 とした．夏のコハクチ ョウの重要な食物 を明 らかにするが，

これ らがなかった り不足 した場合の繁殖への影響については触れない．

調査 を行 ったのは，チャ ウン低地 （西チュコ ト）のチャウン川 ・パ リャヴァアム川水

系のデル タにあるアイオペチャン島である．面積48km2の 島では1983年 には13つ がい，

1984年 には11つ がいが繁殖 した．ここには ソ連科学アカデ ミー北方生物学問題研究所

のステーシ ョンがある．この地域は産業活動によってほどん ど荒 らされていない．

コハクチ ョウの食性を調べ るのに，私はできるだけコハ クチ ョウを驚かせない よう

にす るため，採餌個体の観察はブ ライ ン ドから双眼鏡30～60倍 のスコープを用いて行

い，採餌場をコハ クチ ョウがいない ときに調べた．

重要なのは，コハクチ ョウの休息場所を見つけることである．各家族群の休息場所

は，これ らが生息 している沼のあちこちにい くつかある．私はこのような場所 を家族

群がいない ときに訪れ，この場所や非繁殖個体の休息場で糞 を採取 し，乾燥 しない う

ち，また固ま らない うちに分析をできるだけ早 く行った．資料 のこの処理 には多 くの

時間を要 し，そのため野外条件でいつ も十分に うま くいったわけではないが，食物の

種類 を正確 に同定できた．採餌場で採取 した植物や動物のよい標準 となるサンプルが

あ り，同様の調査方法を使 う試みがい くつかあると，さまざまの食物の出現頻度に関

し十分なデータを得 ることができる．私の場合にこの方法は，食道や胃の内容物の調

査 に基づ く鳥類の食性研究の伝統的な方法 に代わるものである．

資料は2シ ーズ ンにわたって収集 した．1983年 の夏にはイル クー ツク大学の学生

T．V．Vinokurovが49例 の糞を調べた．得 られたデー タは彼 の卒業論文に，一部は この

論文に使 われた．1984年 に私は169例 の糞を集め，調べた．

私の研究 は比較的少数の資料 と多くの断片的な資料 に基づいているが，もちろんコ

ハクチ ョウの食性について完全 に明 らかにしたわけではな く，さらに研究を続 ける必

要がある．しか し，文献がまった くないので，このような不十分な観察の発表でも興

味あるもので ある．

コハクチ ョウは渡来後 にはツン ドラの雪の融けた所にいる．春が遅い年にこれ らは

雪のある冬でも周縁部だけに厚い吹き溜 ま りができ，中央部の雪はほぼ完全 に吹き飛
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ば されて い る沼 の窪地 に集 ま ってい る．春 の雪融 け水 は これ らの窪地 に溜 ま り，それ

が融 雪 を早 め， コハ クチ ョウが 前年 のイ チ ゴツナ ギ， スギナ モ，水 草 を利 用 で き る．

雪解 け部 がで き る と， コハ クチ ョウは窪地 を離れ ，つ がい でサーモ カル ス ト湖 の岸 沿

い に分散 し，巣 を造 る． これ らの沼の深 さは1．5～2m以 下で ，底 は泥質 で，泥炭質 の

岸 にはス ゲ （Carθxatrofusea，Olimosa） ， ノガ リヤス類 （Calamagrostisspp． ）， ワ

タス ゲ （Eriophorumvaginatum，E．scheuehzθri） が ， 沿岸 の 浅瀬 に は イ チ ゴツ ナ キ

（A．rctofilafu7va） ，ス ギナモ （thieρurusvulgaTis） ，キ ンポ ウゲ （Ranuneuluspallasii） ，

まれ に リュ ウキ ンカ （Calthap∂1ustris） が生 育 して い る．そ の後8月 中頃 まで に，浅

く よく暖 め られ た場 所 に ヒル ムシ ロ （Potamogθton．Z（lili．ICIormis）が生 えて くる． この

よ うな沼 には携脚 類 ，枝 角類 ，またカ ブ トエ ビや 貝 甲類 とい った葉脚 類 が多 く， トビ

ケ ラや ユ ス リカの幼 虫 がい る．

沼 は不 定形 を してお り，岸辺 が 非常 に入 り組 んで い る．多 くの入江や 小 さな湾 が あ

り， ここに幼鳥 が悪天 候 の とき隠 れ るこ とが で きるだ けでは な く，非 常に風 が強 く し

ば しば雨や 雪が 伴 うとき に岸 の覆 いの 下で採餌 もで き る．非繁殖 個体 は夏 に同 じよ う

な沼 にい るが ，や や海 岸 近 く（10～20km以 内），ま たクル ツ ク と言われ る十分 に暖 め ら

れた川 の入 江 の浅瀬 （深 さ約1m） にい る．それ らの底 は薄 い泥層 で，疎 生す るヒル ム

シ ロに覆 われ てい る． この よ うな入江 に なった低 い岸 は広 く，非 常に湿潤 で ，水溜 り

や 小 さな 沼の あ る小 規模 の草 地 とな ってい て，スギナモ ，スゲ類 ，イ ネ科 草本 が密 生

してい る．こ こで コハ クチ ョウは ほ どん どの時間 を過 ご し，この よ うな場所 は採餌 に

も休 息 に も適 して い る．

深 い川や そ の支流 で は コハ クチ ョウは非 常 にまれ に しか見 られ なかった ．これ らの

場所 にはクル ツ クの水辺 と同 じよ うに植 物 が あるが，低 地の 沼の窪地 で の採 餌 を好 ま

ない．多分 ， これ らの窪 地 では周 囲 を よく見 わたせず ，危 険 に気づ きに くいた めで あ

ろ う．

コハ クチ ョウのお もな食物 は，草本類 の栄養 部 分で あ る．採 餌場 が一部積 雪 下に隠

れ てい る春 に，食 物 は あま り多 くはな く，食物 の得や す さは制 限 され てい る．渡来後

は雪融 けが始 ま った ばか りで，イチ ゴツナ ギの若芽 を食 べ る．そ の後 コハ クチ ョウの

食物 には他 の植 物 が多 くな る．例 えば，チ ャ ウン低 地 の沿岸 部 ツ ン ドラに普 通 に ある

ワタス ゲは ，他 の食 物 が まだ少 な く多様 で あ る6月 だ けに コハ クチ ョウの食 物 に見 ら

れ る． これ らは若芽 や花 芽 を食 べ る．

こ の 時 期 に コ ハ ク チ ョ ウ は ， 小 高 い 所 に 早 く現 わ れ る 前 年 の ガ ン コ ウ ラ ン

（En7pθt－Tumnigrum） を好 ん で食 べ る．6月 に調べ た 糞の1／4は 漿 果 の種子 を10～100％

含 んで いた ．

その後 ツン ドラの雪 が完全 に融 け，全 て の植 物 が利 用 で き るよ うにな る と，コハ ク

チ ョウはス ゲや イ ネ科 草本 を選択 す る よ うに なる．夏 の食 物 にお け るこれ らの植 物 の

種子 の割 合 は，非 常 に少 な く，一部 の6月 のサ ンプル だけで これ らは30％ 以下 で，そ

のた め食 物分析 で私 はお もに これ らの植 物 の栄養部 分 に注 目し，種子 で食物 組成 を正

確 に明 らか に した． コハ クチ ョウの食 物 で最 も重 要 なのは ，7月 にはスゲ で， サ ンプ
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ルの80％ 以上で見 られた．

8月 に十分暖 められた沼の浅瀬 には ヒルムシロが非常に繁茂す る．コハクチ ョウは

柔 らかい若芽や根際部を好んで食べるが， これ らは8月 のサンプルの20％ ，9月 には

40％ で見 られ，その大部分はヒルムシロである．

コハクチ ョウの主要な植物 となっている上述の植物のほか，トクサは食物 としてあ

ま り価値が大 きくないが，私のみた ところでは調査地ではまれに しか見 られないだけ

で，私はこれ を食物 として挙 げることが重要 と考 えている． トクサの豊富な場所 に生

息 している個体の糞はお もにこの植物の残津であった．

植物質の食物 とともに，夏の食物には水生無脊椎動物がある．コハクチ ョウがこれ

らを偶然に食べ るとして も，もっぱら植物食 の鳥類 と言われ るであろうし，その上越

冬地では植物質の食物が主であるが （Scott1972），これは動物質の食物が少ないかま

たはとりにくいためであろ う．夏でもこれ らの食物は非常に好んで食べ られ，食物 に

おけるその割合は，その食物が豊富で得やす くなるほ ど多 くなる． これ らの食物 は，

植物質の食物 に比べて高カロリーで，幼鳥の成長期に とくに重要である．子連れのつ

がいが小動物の豊富なサーモカルス ト湖を好むのは，多分 このことと関係 がある、

水生無脊椎動物の残津は，この ような沼に生息する幼鳥連れのつがいの糞の85％ に

見 られた （T．V．Vinkkurovの 資料）．繁殖個体 と非繁殖個体の食性を併せた分析では，

無脊椎動物 を含むサンプル は6月 の8％ か ら9月の45％ であった （表1）．私の観察では，

糞の分析で見 られた大型水生無脊椎動物の残津 は，ツン ドラの水域ではそれほ ど多 く

な く，偶然に食べ られてい るが，このよ うに高い割合で見られるほ ど多 くはない．こ

のほか，私が調べた糞のサ ンプル169例 の うち10例 は，例外な くカブ トエ ビの残津で，

2例 が貝甲類 の残津であった．これ らの甲殻類の残津が50％ 以上を占めたサンプルは

18例が見つか り，1例 はほぼ完全に トビケラの幼虫であった．このことか ら， コハク
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チ ョウはカ ブ トエ ビや 貝 甲類 の よ うに動 きが あ り隠れ てい る 甲殻類や ま とめて トビ

ケ ラの幼 虫 を捕 らえて い る と結論 で き る．

コハ クチ ョウは，多 く小型 水生 無脊椎 動物 を植 物 質 の食 物 とともに偶 然 に飲 み 込む

こ とが あるか も しれ な い．擁脚 類 の残津 が見 られず ，詳 しく調 べてや っ と見つか る く

らいで あるが ，私 は コハ クチ ョウがいつ も援脚類 を食 べ てい る とか な りの確信 を もっ

て言 うこ とがで きる． しか し，8月14，28日 に幼 鳥 の糞 にはK．V．RegerがParabissa

o∂nthθsρhilactθsと 同 定 した条 虫の断片 が見 られ たが， その 中間宿主 は擁脚類 の

CyclopsstTe／7uus，C． レriciノ？us，Eucyelopsmaeruroides，E．sθrrulatus（Czaplinski

＆Kotecki1967参 照）で あ り，ま た 中間宿 主Eueyc70ρssθrrutatus，Cyclopsstrθnnus，

AeanthocyclOPShieusρidatus，vaacrocoyclOρS∂ 乃ゴ乙∂μぷ，maesocyclρsleucarti， 〃

oithonoides， 庇crassusと ともにTsegθrtkoviteρiskrabbθi（Czaplinski＆Jarecka

1967参 照）が 見 られ た． この こ とか ら， コハ クチ ョウは上述 の寄生 虫の幼 生 を もつ 上

述 の， また はそれ らに近縁 の携脚類 のいずれ か を食 べ てい る と結論 で きる．

子 連れ のつ がい は長 い間 （しば しば幼 鳥 が飛 べ る よ うに なるまで），巣 に近い 大 き く

水量 の多 い，水辺植 物 や 無脊 椎 動物 が豊 富な沼 ，また は近 くの小 さな沼 にお り， こ こ

で は水域 に近 い好 み の場 所 で歩 きま わった り，泳 い だ り，採餌 ・休 息 をす る．コハ ク

チ ョウは，危 険 がせ まった ときで もこれ らの生息 に適 した食 物 の豊 富な場所 を離 れ よ

うと しない ．非 常 に頻 繁 に撹乱 が あ る と，幼鳥 が成長 期 に ある間は， これ らは移 動 し

始 め，留 ま らない ． この よ うな場 合 ， これ らはい つ も海岸 の方 に移動 す る．

夏 じゅ う島で観 察 され る非繁殖 個体 もこの よ うな定着 した 生活 を好む ．これ らもサ

ーモ カル ス ト湖や クル ツクにい るが
，海 に非 常 に近 い所 で あ る．これ らは しば しば嵐

の とき海 面 の上昇 に よ り塩 分 を含 む よ うにな り，その よ うな場 合 に大型水 生無脊 椎動

物 はそれ ほ ど多 くない ．こ こで コハ クチ ョウは しば らく水 上 にい るが， しば しば水域

か ら非 常 に離 れて湿 潤 な草 地 を歩 きまわ った り休 息す る．これ らの食 物 は例外 な く植

物 で，動物 質 の残津 は少 な く， 見 られ て もサ ンプル の うち30％ 以下 で ある （T．V．

Vinokurovの 資料）．この よ うな食性 と行 動 はイギ リスで越 冬す るコハ クチ ョウに特有

で あ るが （Scott1972） ，異 な るのはチ ュ コ トでは採餌 場所 へ の早 朝 の飛 去や 夕方 の塒

へ の移 動 が ない点 で あ る．採 餌活動 は1日 の間で あま り変 化 しない ．同様 の こ とはア

イ ス ラン ドの オオハ クチ ョウで も見 られ る （Boswa111975） ．多分 ， これ は極 地 の 自然

条件 で生活 す るこ と と関係 が ある．

私 は，この よ うに子 連 れ の コハ クチ ョウ と非繁殖 個 体 とで異 な る二つ の採餌 環境 と

二っ の採 餌 方法 を 区分 した ．コハ クチ ョウは幼鳥 を育 て るの に植物 だ けで はな く動 物

質の食 物 が豊富 な大 き な沼 を好 む ．この よ うな生 活状 況 は，非常 に短 い極地 の夏へ の

適応 と考 え られ ，幼鳥 は遅 れず に渡 り前 に移動 し，渡 去 でき る よ うに9月 初 めま で，

す な わち艀化 後50日 で飛べ る よ うにな るが，この よ うな速い成 長速度 は豊富 な食 物 が

あ り労 力 を要す る移 動 が ない ことで可能 とな る．

開 けた海岸 草原 ，水生植 物 が豊 富 なクル ツク，広 いサ ーモ カル ス ト湖 は，繁殖 しな

い コハ クチ ョウに とって も豊富 な食物 の あ る所 で あ り，換羽 期 の安全 な隠れ場 所 とな
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る．9月 後 半に始 ま る大 量移動 の時期 （Kondrat’ev1979） には，休 息や採 餌 に夏 に繁殖

した大 きなサ ーモ カル ス ト湖 が利 用 され る．

した がって ，個体群 維持 の ため には，密猟 を防止 した り撹 乱要 因 を取 り除 くばか り

で はな く，サ ーモ カル ス ト湖 ，クル ツ ク と言われ る川 の入 江 の浅瀬 ，そ の岸 沿い の湿

潤 草原 とい った コハ クチ ョウが生 息す る沿岸 ツン ドラの 自然全 体 の可能 な限 りの保

全 が必 要 で ある． とくに重要 な のは，子 連れ の コハ クチ ョウが採 餌す るサ ーモ カル ス

ト湖 の保 全 で ある．この よ うな沼 は，北 方地域 にお け る産 業開発 の とき避 け る こ とが

で き ない汚染 の被 害 を強 く受 け る こ とにな り，採 草 地造成 の ため の沼 の水位 を下げ る

土地 改 良措置 に よ りまず最 初 に消失 す る．これ らの こ とと関連 して ，コハ クチ ョウの

最東 部個 体群 （チ ュ コ ト海 コ リュチ ン湾 まで の所 々 での繁殖 が知 られ てい る ：Lutsyuk

＆Cychev1974，Kischinskiietal．1975を 参 照）の保 護 のた め，チ ャ ウン ・パ リヴ

ァアム水 系デル タに 自然保護 区の設 立が必 要 で ある．重要 な のは，こ こで繁殖 す る コ

ハ クチ ョウは ，保護 が よ く行 われ てい る 日本で越 冬 し（Kondrat’ev1984） ，越 冬地 にお

け る死 亡 は少 ない こ とで あ る．この よ うな条件 で コハ クチ ョウとそ の繁殖 地 の保 護 は

コハ クチ ョウの東 部個 体群 を急速 に増加 させ るで あろ う．


